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「鬼」のもたらす病
―中国および日本の古医学における病因観とその意義―（上）
Diseases caused by“鬼”（Chin. ‘guǐ’,  Jap. ‘ki’ / ‘oni’）
長谷川雅雄・辻本裕成・ペトロ・クネヒト




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3） 落合淳思『古代中国の虚像と実像』講談社（現代新書）2009年 第 4章，および落合淳思『殷―中国史最古の王朝―』
中央公論社（中公新書）2015年 第 6章。
4） 松本浩一『中国の呪術』大修館書店（あじあブックス）2001年 第一部［6 ，鬼との戦いとしての呪術］。




















































































































しんのうほんぞうきょう『神農本草経』著者不詳 成立年不詳（後漢の頃成立か） 佚書 ［森立之による復元本『神農本
草経』嘉永七年（1854）刊，『神農本草経・神農本草経攷異』有明書房 1980年（影印本）所収を参照した］。
せいいとくこうほう『世医得効方』危亦林（元代）1337年，『世医得効方』第二軍医大学出版社（上海）2006年。
せいさいそうろく『聖済総録』曹孝忠（宋代）ほか 政和年間〈1111―1117年〉成立，『聖済総録（校点本）（上・下）』
人民衛生出版社（北京）2013年［『聖済総録』華岡出版社（台北）1973年も参照した］。
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せいじようりゃく『政事要略』惟宗允亮 長保四年（1002），『政事要略（前・中・後篇）』（新訂増補　国史大系）吉
川弘文館 2004年。
せきすいげんじゅ『赤水玄珠』孫一奎（明代）1584年，『赤水玄珠全集（上・下）』（中国医薬叢書）台湾国風出版社（台
北）1978年所収［『赤水玄珠』（中医非物質文化遺産臨床経典読本）中国医薬科技出版社（北京）2011年も参照した］。
せつえきき『説疫気』曹植（三国時代）→たいへいぎょらん『太平御覧』。
せつもんかいじ『説文解字』許慎（後漢代）西暦 100年頃，『説文解字新訂』中華書局（北京）2002年。
せつもんかいじちゅう『説文解字注』段玉裁（清代）1808年，『説文解字注』鳳凰出版社（南京）2007年。
せんきんようほう『千金要方』孫思邈（唐代）651年，天明六年（1786）和刻版『（重刊孫真人）千金要方』架蔵［『千
金方』華夏出版社（北京）1993年所収も参照した］。
せんきんよくほう『千金翼方』孫思邈（唐代）682年頃，『千金方』華夏出版社（北京）　1993年所収［『千金翼方』
国立中国医薬研究所出版（台北）1965年も参照した］。
ぞくめいいるいあん『続名医類案』魏之琇（清代）1770年，『続名医類案』宏業書局（台北）1971年。
そもん『素問』→こうていだいけいそもん『黄帝内経素問』。
そもんいへん『素問遺篇』著者不詳　成立年不詳，寛文七年（1667）和刻版『（重広補注）黄帝内経素問』架蔵所収。
たいへいぎょらん『太平御覧』李昉（宋代）ら　977年，『太平御覧（一～五）』台湾商務印書館（台北）1967年。
たいへいけいみんわざいきょくほう『太平恵民和剤局方』陳師文（宋代）ら　1107年，『（官刻増広）太平和剤局方（上・
下）』燎原書店　1976年（享保十七年〈1732〉和刻版の影印本）　［『太平恵民和剤局方』旋風出版社（台北）1975
年も参照した］。
たいへいこうき『太平広記』李昉（宋代）ら　978年，『太平広記（一～十）』中華書局（北京）1981年。
たいへいせいけいほう『太平聖恵方』王懐隠（北宋代）ら 992年，『太平聖恵方　（上・下）』人民衛生出版社（北京）
1958年。
ちゅうごろん『肘後論』→ほけつちゅうごひゃくいっぽう『補闕肘後百一方』。
ちょうやせんさい『朝野僉載』張鷟（唐代）成立年不詳　佚書（佚文のみ残存）『朝野僉載』（叢書集成初編）中華書
局（北京）1985年。
とういほうかん『東医宝鑑』許浚（李氏朝鮮）1613年，『原本　東医宝鑑』南山堂（ソウル市）1972年　［『増補再刊
東医宝鑑』中国中医薬出版社（北京）1998年も参照した］。
ときつぐきょうき『言継卿記』山科言継 大永七年（1527）から天正四年（1576）記，『言継卿記』続群書類従完成会 1998年。
とんいしょう『頓医抄』梶原性全　正安四年（1302）頃成立か，『頓医抄（全）』科学書院 1986年。
なんぎょう『難経』著者不詳　成立年不詳（後漢代の成立か），王惟一（宋代）『難経集注』の慶安五年（1652）和刻版『（翰
林集注）黄帝八十一難経』国立公文書館蔵，および次項の『難経本義』　［熊宗立（明代）『勿聴子俗解八十一難経』
の正保二年（1646）和刻版　架蔵も参照した］。
なんぎょうほんぎ『難経本義』滑寿（元代）1361年，天和四年（1684）和刻版『難経本義』架蔵　［岡本一抱『難経
本義諺解』宝永三年（1706）刊，『難経本義諺解（上・中・下）』東方会　1973年（影印本）も参照した］。
にほんしょき『日本書紀』舎人親王ら 養老四年（720），『日本書紀（上・下）』（新編日本古典文学全集）小学館 1994年。
にょいほう『如意方』蕭綱（梁代）成立年不詳　佚書（佚文のみ残存），『三国両晋南北朝医学総集』人民衛生出版社
（北京）2009年所収。
はんおうほう『范汪方』范汪（東晋代）成立年不詳　佚書（佚文のみ残存），『三国両晋南北朝医学総集』人民衛生出
版社（北京）2009年所収。
ふさいほう『普済方』朱櫹ら（明代）1390年刊，『普済方（一～十）』人民衛生出版社（北京）1958―1960年。
ふじんりょうほう『婦人良方』→こうちゅうふじんりょうほう『校注婦人良方』。
ヘんじゃくそうこうれつでんかっかい『扁鵲倉公列伝割解』浅井図南　明和三年（1766）自序　明和七年（1770）刊，
明和七年版本 架蔵。
ほけつちゅうごひゃくいっぽう『補闕肘後百一方』葛洪（抱朴子）〈東晋代〉原著（『肘後救卒方』3世紀頃成立），
陶弘景（梁代）増補　500年，『三国両晋南北朝医学総集』人民衛生出版社（北京）2009年所収　［宝暦七年（1757）
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和刻版『（重訂）肘後百一方』架蔵も参照した］。
ほんぞうきょうしっちゅう『本草経集注』陶弘景（梁代）5世紀末頃成立　佚書（一部のみ残存），『三国両晋南北朝
医学総集』人民衛生出版社（北京）2009年所収。
まんあんぽう『万安方』梶原性全　嘉暦二年（1327）成立，『万安方（全）』科学書院　1986年（影印本）。
みゃくけい『脈経』王叔和（西晋代）3世紀成立，『三国両晋南北朝医学総集』人民衛生出版社（北京）2009年所収　［『王
叔和脈経（一～四）』盛文堂　1978年（影印本）および『脈経（第一冊～第四冊）』谷口書店　1991年も参照した］。
ようかしょうちじゅんじょう『幼科証治準縄』王肯堂（明代）1607年，寛文十三年（1673）和刻版『幼科証治準縄』架蔵。
ようかはっき『幼科発揮』万全（明代）1549年，元禄八年（1695）和刻版『（新刊万氏家伝）幼科発揮』架蔵。
ようようしんしょ『幼幼新書』劉昉（宋代）1132年，『幼幼新書』中国古籍出版社（北京）1981年。
らいき『礼記』著書不詳　成立年不詳，『礼記（上・中・下）』（新釈漢文大系）明治書院　1971―79年。
れいすう『霊枢』→こうていだいけいれいすう『黄帝内経霊枢』。
ろんこう『論衡』王充（後漢代）　成立年不詳，『論衡（上・下）』（新釈漢文大系）明治書院　1984年。
わくんのしおり『和訓栞』谷川士清　安永六年（1777）から刊行，『倭訓栞後編』すみや書房　1969年。
